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属・職・氏名 教諭 貝賀 慎一

研究グループ名

( 姫路市小学校管楽器教育研究会 )

研究テーマ分類番号（１７）

(1)研究テーマ

魅力ある小学校バンドを目指して

(2)研究経過及び具体的な取組

５月 ①今年度の組織作りとクリニック参加の報告

・実施場所：城陽小学校

・内 容：テーマ「魅力ある小学校バンドを目指して」について話し合い以下を確認。

○児童に適切な指導をするために、指導者研修会の充実。

○バンド運営に関して積極的な意見交換をしていく。

○日本吹奏楽指導者クリニックの報告会（７名がクリニックに参加）

「小学校講座の報告、全国の小学校バンドの動向について。」

（成果）参加者は全国各地の先生方と情報交換ができ、有意義だった。

②児童対象管楽器・打楽器講習会

・実施場所：城陽小学校

・内 容：約３００名の児童が参加し、音大ＯＢ・ＯＧらが楽器ごとに児童にレッ

スンしてもらった。

・成 果：指導者は楽器ごとの指導法を直接知ることができた。

７月 ①小物打楽器研修会

・実施場所：城陽小学校

・内 容：講師を招聘し、身近な小物打楽器の正しい活用法と手入れ方について研

修。

・講 師：ヤマハ講師

・成 果：市内の教師にも声をかけ約６０名の参加があり、活動を広められた。

②簡単マーチング講習会

・実施場所：豊富小学校・大塩小学校・八幡小学校

・内 容：簡単な曲の演奏にマーチングの動きを付ける講習会。

豊富小学校と八幡小学校の児童をモデルに行った。

・成 果：普段マーチングに取り組んでいない学校でも、フェスタに出演できるよ

うなステージングができるようになった。



８月 ＨＩＭＥＪＩ マーチング フェスタでの発表

・実施場所：姫路中央体育館

・内 容：小学校１０校と幼稚園児・高校生が参加し日ごろの練習の成果を披露。

・成 果：他校の演奏を観ることで、刺激を受けることができた。

１０月 バンド運営研修会

・実施場所：高浜小学校

・内 容：人数不足のバンド・資金のやりくりに困っているバンドが多いのでどの

ようにしていくのがいいのか等を考えた。

・成 果：魅力あるバンドを作っていくために、児童が達成感を持つことの重要性

を再確認することができた。

１１月 ①全日本小学校管楽器教育研究会富山大会へ参加

・実施場所：富山市立呉羽小学校・オーバードホール

・内 容：管楽器を使った授業や研究演奏

・成 果：全国の先生方と情報交換できた。また、グループのメンバーに指導案な

どの資料を供覧し、各自が全国の実践を知ることで、指導における幅を

広げることができた。

②合奏指導研修会

・実施場所：勝原小学校

・内 容：全国小学校管楽器合奏フェスティバル参加の勝原小学校をモデルに、市

内のバンド指導者が実際に指導し、意見を交流。

・成 果：合奏指導時の言葉がけなどが研修できた。


